
訪問介護
従事者 管理者、サービス提供責任者、訪問介護員等

身体介護

排泄介助、食事介助、清拭・入浴介助、通院・外出介助

自立生活支援のための見守り的援助

特段の専門的配慮をもって行う調理（嚥下障害の流動食）

特別な医療的ケア（体温測定、血圧測定、服薬介助、軟膏塗布、湿布

の貼付、座薬の挿入、爪の手入れ）

生活援助
清掃、洗濯、衣服の整理、一般的な調理、買い物、薬の受け取り、安

否確認、ゴミ出し、利用者不在のベッドでのシーツ交換

認められないもの 医療行為、家族の衣類の洗濯、来客の応接、犬の世話は対象外

※サービス提供責任者は介護福祉士、実務者研修修了者
※訪問介護員は介護福祉士または介護員の養成に関する研修修了者
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訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護

浴槽を提供して居宅での入浴援助を行い、利用者の身体の清潔保持、心身機能の維持等を図る

訪問入浴介護 介護予防訪問入浴介護

看護職員

（看護師・准看護師）
1人以上

介護職員 2人以上 1人以上

※看護職員と介護職員で行うサービスだが、利用者の体調が安定していれば主治医の意見を確認のうえ、
介護職員だけで行える（減算される）
※他に減算されるケース
全身入浴が困難で、利用者の希望により清拭または部分浴を実施
同一建物等に居住する利用者にサービス提供

※利用者が短期入所生活介護、短期入所療養介護、特定施設入居者生活介護、小規模多機能型居宅介護、認
知症対応型共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、地域密着型介護老人福祉施設入居者生活
介護、看護小規模多機能型居宅介護を受けている間は、訪問入浴介護費は算定しない。
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管理者（通所介護計画を作成） 常勤・専従で1人以上
（支障がなければ兼務可能）
専門資格は不要

生活相談員 専従1人以上、兼務不可 どちらか1人以上

常勤でなければ
ならない介護職員 専門資格は不要

看護職員（看護師、准看護師） 専従で1人以上

機能訓練指導員 1人以上、兼務可能

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護職員、柔道整復
師、あん摩マッサージ指圧師、はり師またはきゅう師の資格
を有する者

ただし、利用者の日常生活やレクリエーション、行事を通じ
て行う機能訓練については、生活相談員または介護職員が行
っても良い。

通所介護
通所した利用者に、必要な日常生活上の世話および機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、

心身機能の維持、利用者家族の身体的・精神的負担軽減を図る



通所介護の加算・減算

加算・減算

事業所と同一建物等に居住する利用者に
サービス提供

減算

サービス提供時間が9時間以上 加算（5時間を限度）

個別機能訓練加算

理学療法士等を配置。利用者の居宅を訪問したうえで、個別機
能訓練計画を作成し、3か月ごとに1回以上、利用者の居宅を訪

問した上で、利用者またはその家族に対して機能訓練の内容と
個別機能訓練計画の進捗状況を説明し、訓練内容の見直し等を
行っていること。

栄養改善加算
管理栄養士を配置し、介護職員等と共同で作成した栄養ケア計
画に基づき支援。3か月間につき、月2回を限度に算定可能

口腔機能向上加算
言語聴覚士等を配置し、介護職員等と共同で作成した口腔機能
改善管理指導計画に基づき支援。3か月間につき、月2回を限度
に算定可能

認知症加算
認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の利用者に対して算定
（若年性認知症利用者受入加算との併用算定はできない）
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